
1972年10月、南米ウルク、アイの旅客機がアンテヌ山脈に墜落した

生きるために究極の選択をした生存者たちの真実の記録
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映画『生きてこそ』の題材となった究極のサバイバル生活

16人の生還者の証言から今、

再現される空前絶後のドキュメンタリー
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神は彼らにその意志の強さを試す絶対零度の牢獄を用意した。
1972年10月 12日、ウルク‘アイ空軍の軍用機がモンテビ‘テεオから45名の人々を乗せてチリのサンチアゴ1こ向けて飛び、立っ

た。しかし、アンテス山脈の乱気流に巻き込まれ、飛行機は墜落。複数の生存者が冬の雪山に取り残された。チリ、アルゼン

チン、そして、ウルグアイが共同で捜索を始めたが、機体を白く塗られていた飛行機を発見する可能性は非常に低く、 10日

後、捜索は打ち切られた。生き残った遭難者たちはこの事実をまだ動いていたラジ、オで‘知った…一面の白銀に覆われた山肌

は、氷点下に達する極寒の環境だった。そして、そこには食べ、るものは何も残されていなかった…

サンタンス映画祭を初め、

世界30以上の映画祭で旋風を巻き起こす。
1972年10月、世界史にその名を残し、タイタニック号の沈没やスペースシャトルの爆発にも劣らない衝撃を全世界に与えた 16人の生還者

‘アンデスの聖餐'事故。墜落死した乗客の人肉を食いつなく寸ことによって、氷点下の雪山で72日間を生き抜き、ついに脱出

に成功した16人の生存者の事故記録と証言は世界中に好奇の目で迎えられた。

2007年、同じウルグアイの出身であるゴンサロ・アリホン監督は、生還者と話を交わし、彼らの言葉だからこそ伝えることので

きる事故の真実がまだ残されていることを発見する。

人は絶望的な環境に打ち捨てられた時に何を信じ、何を想うのか?その真実が観る者の心に強く響く。

同作品は2007年アムステルダム国際ドキュメンタリー映画祭(IDFA) でのグランプリ受賞を皮切りに、 2008年にはサンダン

ス国際映画祭を初めとして、サンフランシスコ、マイアミ、マラガ、トロント、ストックホルム等30以上の国際映画祭に招待され、 一一
タヱエル・フヱルナンテεス モンチョ・サベージャ

大変な反響を呼んでいる。究極の状況の中で生きることを選ぶ人間の意志と団結カの物語は、崇高な人命がたやすく失われ

るようになった現代社会において、必ずや日本でも多くの人々の賛同を集めることだろう。


